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第 1 9 4 号 

 

図書館ボランティアの方の作品 

春の図書館まつり みんなの折り紙教室作成予定 
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～ ごあいさつ ～ 

 図書館長 近藤 猛 

 

いつも図書館をご利用いただきましてありがとうございます。平成 29 年 4 月か

ら図書館長を拝命し、おかげさまで３年目を迎えることが出来ました。坂戸市の中央

図書館は、昭和59年 7月に現在の場所に新設され、本年で35年を経過しようとし

ています。これまで、長きにわたり図書館サービスの提供を継続することが出来まし

たのも、当館の自慢でもある、多くのボランティアと利用者の皆様に育てていただい

たからこそと感謝を申し上げます。 

私も社会人として坂戸市の図書館で皆様に育てていただいたといっても過言では

ありません。平成元年の奉職後、29歳から 5年 3か月間、40歳代で 8年間お世話

になり、50 歳を過ぎて現在に至っております。それぞれの年代の職責の中で身の引

き締まる思いをしてまいりましたのを覚えております。 

さて、現代の社会は「少子高齢化」「若い世代の活字離れ」「ネット社会の進行」な

ど、私たちを取り巻く環境は常に変化しております。図書館においても、できる範囲

の中で施設の面や、事業の面で種々研究をしているところでございます。しかしなが

ら、たとえ時代は移り変わりましても、図書館は地域における教養、文化の中心拠点

であり続けると思います。また、そうでなければならないと考えております。 

このような中で、時代の変化を捉えながら、しかも流されることなく、柔軟に対応

し、市民に親しまれ、期待に応えられる図書館を目指していきたいと考えております。 

今後とも、坂戸市立図書館をよろしくお願いいたします。 

 

 

「マネジメント」 

著者：P.F.ドラッカー（ダイヤモンド社） 

  

流行りもあって手に取った本でした。独特な

表現もあり、正直少し後悔しましたが、現在の

私に影響を与えた一冊です。組織（仕事）はそ

の組織（仕事）の目的、対象、その効果や成果

を中心に仕事を進めることで、自分も顧客も

幸せになれると私なりに咀嚼し、現在も心が

けています。民間に限らず、官公庁のリーダー

にも参考になる本です。少し読みにくければ、

映画化もされた「もし高校野球のマネージャ

ーがドラッカーの『マネジメント』をよんだ

ら」を併せてご覧になると分かりやすいかも

しれません。 

 

「ぼくは明日、昨日の君とデートする」 

著者：七月 隆文（宝島社） 

  

病院の売店で時間つぶしに購入しました。ラ

イトノベル作家のイメージがある著者でした

ので読みやすそうだったからです。どれだけ

の時間が過ぎたでしょう、病院の待合室には、

涙の止まらない五十路のおじさんがいまし

た。お互いの時間の流れが全く逆で、彼にとっ

ての出会いの日は彼女にとっては別れの日に

なります。とてもありえないお話なのに、あま

りの切なさに涙したのも恥ずかしかったので

すが、この歳になっても、切ない恋のお話にキ

ュンキュンできる自分がいることを嬉しく思

えた一冊です。 

こんな本は如何ですか？ 
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肝っ玉母さんたち 

坂戸市の新しい農産物 

「 す い お う 」 
「すいおう」とは新種のサツマイモ。茎葉がおいしく食べられる栄養満点な農産物で、さ

まざまな料理や加工食品の素材として注目を集めています。いま坂戸市では、その品目を６

次産業化として新境地をひらいています。今回は、その地産地消に意欲的に取り組むグルー

プの活動と新品目坂戸ブランドを紹介します。 

オッポラン研究所 

「オッポラン」とは坂戸市周辺の方言で捨てること

を「おっぽる」と言うのだが、「おっぽっていたもの

を活かそう！」と、農業のプロである元気なお母さ

んたちが「オッポラン精神」をもとに地域の農業の

これからを考え活動する。その研究所を訪ねてみま

した。               （坂戸市入西） 

すいおうの栽培

は、坂戸市農産物生

産組合のすいおう

部会（現会員 17

名）が中心になって

取り組んでいます。 

「すいおう」は栄養満点 ! 

 

 

 

 

 

 

 

 

さらにポリフェノールも含まれ、栄養分に

優れた野菜です。 

（五訂増補食品成分表引用） 

 

「すいおう」の機能性 

血糖値上昇抑制作用・血圧上昇抑制作用・肝脂肪蓄積抑制作

用・美白作用・骨粗鬆症改善作用・抗酸化作用など。 

（論文・学会等の報告例） 
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フレッシュな酸味が特徴的で無添加で安心安全！芋焼酎はまろや

かで喉ごしが良く、茎や葉は天ぷら・きんぴら・炒め物等に。ドライ

葉は料理に加えて使用、などなど栄養化満点。 学校給食にも使われ

ています。 

＜販売は焼酎は市内酒店で他はJA 販売所、出張販売等＞ 
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坂戸ブランド食品は心の詰ま

った手作り感でいっぱい！ 
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大川平三郎伝記（子ども版）読書感想文コンクール入賞作品 

   

坂戸市出身の大川平三郎の伝記を読んで、製紙業をはじめとする社会貢

献や郷土坂戸への貢献について、市内の子どもたちに広く理解を深めても

らい、大川平三郎を顕彰することを目的として、市内小学校の５年生及び６

年生を対象に課題図書「郷土の偉人 大川平三郎－日本の製紙王－」の読書

感想文コンクールを開催いたしました。 

市内小学校より全７３点の応募があり、平成３１年１月 31 日に審査会

を行い最優秀作品以下７作品を選定いたしました。 

 

最優秀賞  

「大川平三郎さんから学んだこと」 片柳小学校5 年 冨松 奈桜さん 

優 秀 賞  

「偉人大川平三郎の心」      三芳野小学校５年 石塚 美咲さん 

入  賞  

「努力の結晶」          三芳野小学校５年 伊得 叶恵さん 

「大川平三郎たちのすごさ」     三芳野小学校５年 林 柚希さん 

「大川平三郎」          三芳野小学校５年 金子 杷乃さん 

「大川平三郎の名言」       三芳野小学校６年 佐藤 彩さん 

努 力 賞  

「何事にもおそれないように」   片 柳小学校5 年 房野 恭久さん 

「遠い人で近い人」        三芳野小学校５年 杉本 怜さん 

 

・ご応募ありがとうございました。 

次ページに最優秀賞の作品を紹介いたします。 
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最 優 秀 賞 作 品 

 

「大川平三郎さんから学んだこと」 

 

                     片柳小学校５年 冨松 奈桜 

 

わたしは、この本を読んで、様々なことを学びました。  

一つ目は、問題を解決するために、行動する力です。平三郎さん

は、昔からくらしがきびしくて、苦労は平三郎さんのお母さんが担

っていたそうです。その苦労を知った平三郎が、楽にさせたいと思

い、たくさん勉強しました。もしもわたしが平三郎さんの立場だっ

たら、何もできないと思います。平三郎さんは、学校の授業だけで

なく、自分で工夫し、一つ一つの事をちゃんと理解できるまでたく

さん勉強して、たくさん工夫したところが、すごいなと思います。  

二つ目は、とても勇気があるところです。油屋さんの奥さんが暴

れているところをお客さんたちがおもしろがっているところを見て、

平三郎さんが、「大勢で見ていては、この家の人が困ります。」とか

ばいました。わたしだったら、見て見ぬふりをしているかもしれま

せん。油屋さんの主さんも「普通の子どもではできない」と。本当

にそうだと思います。将来が楽しみと期待されていましたが、本当

に立派な人になりました。  

三つ目は、変わらない母への思いです。普通の人だったら、多分、

勉強の事など、あきらめていると思います。それでも、母の苦労を

少しでも、減らしたいという気持ちがずっとあったからこそ、仕事

でも成功できたのだと思います。  

最後に、平三郎さんから、一番学んだ事は誰より、何倍も努力する

ということです。平三郎さんは、勉強を、誰よりも努力したと思い

ます。だから、たくさんの人から、信らいされ、期待されていたの

だと思います。  

 平三郎さんは、子どものころから、努力家なのだと思いました。

そういうところを、見習いたいなと思いました。  



春を背負って  笹本稜平/著 文藝春秋 

 

 
奥秩父の山小屋

を舞台にした山岳

小説。 

 脱サラした長嶺

亨が父親の山小屋

を継ぎ……。 

春ものがたり 野上暁/著 偕成社 

 
   

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

楽しい川辺 

〝つくし〟とあだなされた

水田さんと、〝つくしんぼ

〟とよばれている「ぼく」。 

病院の診療室で顔を合わ

せて……。 

 芽生え、春風、卒業、出

会いなど、さわやかに春を

描いた短編と詩 15 編を収

録。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 吹奏楽部の 1

年後輩の男子に

密かに思いを寄

せる先輩女子が、

告白できずに卒

業していく「流れ

る川」の他、様々

な卒業模様を描

きとった全 13

話の短編集。 
                

卒業するわたしたち 
     加藤千恵/著 小学館 

ハルと歩いた 
     西田俊也/著 徳間書店 

 

 イギリスの動

物自然ファンタ

ジーの名作をカ

ラー新訳でおく

る、豪華愛蔵版。 

 1 年前に東京か

ら奈良に引越てき

た陽太は、ホーム

レスの男からフレ

ンチブルドッグを

もらう。 

 12 歳の春をみ

ずみずしく描く、

心に残る物語。 

K・グレアム/作 

R・イングペン/絵 西村書店 

杉田七重/訳 
君が見つける物語   運命出会い編 

     あさのあつこ他/著  角川文庫 

 偶然、近くの席に座った

から。共通点があったか

ら。それとも、正反対だか

ら？ 私たちは出会いと

別れを繰り返し、成長し続

けていく……。 

 あさのあつこ、魚住直子

による小説6編を収録。厳

選読みきり短編集。 

 本で春を楽しんでみよう 
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